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単粒水分計を利用した水稲の障害不稔歩合の簡易測定
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みても稔実粒がある闘値を境にして明確に仕分けられた。
1 は じ め に

ただし,水分の高い偽稔籾や発育停止籾き稔実と判定され

水稲の障害不稔調査は手作業により非常に労力を要する。  る。

そこで,登熟前期の稔実籾と不稔籾の水分の差異から,   つまり,サ サニシキ及びひとめばれの場合は両品種とも

単粒水分計を利用して籾水分を1粒ずつ測定することによっ  稔実籾と不稔籾を判定する籾水分の闘値は約26%と なり,

て,稔実籾と不稔籾とを簡便に判別 し,不稔歩合を推定す  その際の判別精度は97%以上となる。

ることが可能となったので,そ の概要について報告する。   なお,判別速度は 1穂 100粒当たり約100秒で人手による

場合 (150秒/100粒)よ り150%程度効率的である。
2試 験 方 法

以上の結果から,単粒水分計による不稔籾の水分は判定

供試品種 :平成 5(1993)年産ササニシキ及び「ひとめ  原理上必ずしも正確な値を示 していないと思われるものの
,

ばれ」                         登熟の早い時期に実用精度で稔実籾とを簡便に判別可能で

供試材料 :古川農業試験場での作期移動試験などの試験  ある。

区から出穂日をマークした穂を数日毎に採取 した。

水分測定 :籾を 1粒ずつ脱粒 して水分計に投入し, 1粒           4 
ま と め

ごとの水分値及び全粒の水分頻度のヒストグラムを印字さ   単粒水分計を使用した不稔歩合の簡易判定法は,①出穂

せる。                          後20日 ころの籾を 1粒ずつ分離しながら水分計に投入する。

籾重測定 :水分計に投入する直前の籾を 1粒ずつ電子秤  ②水分計から出力させる水分の頻度分布データから,稔実

で秤量する。                       し水分が比較的高い粒群と不稔のため乾燥した籾とに判別

不稔籾の判別 :籾水分の頻度分布力緩 籾と不剛男によっ  する。③それぞれ粒数から不稔歩合を算出する。

て双頂型を示すので,それぞれに属する籾数から不稔歩合   不稔籾の判別精度は,ササニシキ及びひとめばれの場合

を算出する。                       は97%以上で,そ の際の稔実籾と不稔籾を判別する籾水分

測定機器 :単粒水分計 (静岡精機製SR 1000 A)。 籾を  の闘値は約26%で あった。

1粒ずつ押しつぶして電気抵抗法で測定する。

3 試験結果及び考察

出穂後19～25日 の籾水分と籾重との関係は図 1に示 した

とおり,水分が高くて重い稔実粒群と水分が低 くて軽い不

稔粒群とに明確に分離した。この粒重の分布状態をみると

図 2に示 したように稔実粒と不稔粒がある闘値を境にして

仕分け可能であるが,水分の分布からみると図 3に示 した

ように稔実粒と不稔粒が重視しているので単純には仕分け

できない。 しかし,出穂後日数と水分の推移をみると図4,

5に 示したように,不稔籾はこの期間の変化が小さかった

のに対 して稔実籾は徐々に低下する傾向を示した。出穂後

の早い時期では稔実籾の方が不稔籾より水分高 くその差は

明瞭であり,こ の時期に水分を測定すれば稔実籾と不稔籾

が判別可能であると思われた。

ササニシキとひとめばれの出穂後20日 の水分と籾重の関

係をみると,図 6,7に示したように水分の分布状態か ら
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図 1 籾水分と籾重との関係
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図2 籾重の分布
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図4 不稔粒と稔実粒の水分推移 (ひ とめばれ)
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図5 不稔粒と稔実粒の水分推移 (サ サニシキ)
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図6 ひとめばれにおける籾水分による不稔判別 図 7 ササニシキにおける籾水分による不稔判別
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